
２０２３年度 カリキュラム科目概要
科ｺｰﾄﾞ  KG2
科目ｺｰﾄﾞ 

科  名 インダストリアルマーチャンダイジング科

科目名  ファッションマーケティングⅠ  

単  位 2単位 

授業期間 2023/4/13〜2024/1/26 

担当教員(代表)： 佐藤亜都 共同担当者： 

【授業概要、到達目標・レベル設定】 

社会においてファッションがどのような位置付けにあり、それぞれがどのように作用し合っているかを、時事

ネタなどを引用して解説。ファッション業界で働く上で必要な「俯瞰して物事を捉える視点」を養っていく。

【授業計画】 

テーマ：“社会に生きる”ファッションブランド・アパレル企業を目指す

ゴール：常に社会へ触れ続ける「過去、未来、現在を見つめるブランド」を一気通貫で設計する

コマ数：前期（12 回）後期（16 回）

方法：講義や生徒による発表を混ぜながら、生徒が積極的に参加できるインタラクティブな授業を行う。 

前期では基本的に講義、後期では講義と発表を隔週で行いながら、生徒自身で考え、それをまとめて伝えるということまで行

う。 

前期は主に SNS やウェブでのデジタルコミュニケーションや、炎上やバズについて考察していく。 

後期はグループに分かれて架空のファッションブランドを作ってもらい、それぞれのペルソナや販売方法、伝達方法などを講

義を交えながら考え、発表していく。 

宿題： 

毎回２名に「最近読んだファッションニュースのまとめと、それに対する意見」を述べてもらうプチ発表を予定。 

【評価方法】 
② 履修認定(P 表示) 評価基準:学業姿勢・出欠状況を基に、履修認定の是非を決定する

主要教材図書  なし 

参考図書 なし 

その他資料 WWD JAPAN,繊研新聞,fashionsnap.comなどで掲載されている時事ネタを扱う 

授業の特徴と担当教員紹介 
本授業では、ファッション業界で働く上で意識してほしい「物事の俯瞰した捉え方」を、生徒にも馴染みのある時事

ネタを引用し身につける訓練をする。担当教員はファッション IT企業でデジタルマーケティングやオウンド
メディアの運営を経験後、フリーランスとしてモード誌ウェブメディアの SNSエディター/ライター,D2Cブラ
ンドの SNSやポップアップストアの運営を担当。

記載者氏名  佐藤亜都 

文化服装学院教務部 



 

 
 

科ｺｰﾄﾞ KG２    科 名  インダストリアルマーチャンダイジング科 ２年 

科目ｺｰﾄﾞ 501610   科目名  色彩計画Ⅰ 

単 位 ２ 

授業期間 通年   

 

担当教員(代表)：岡山文香 共同担当者： 

 

教育目標・レベル設定など 

1年次『服飾デザイン論』で習得した色彩の基礎を発展的に学習する。 

配色やイメージ表現などの基本的な色彩スキルをトレーニングしたのち、コンセプト策定からプレゼンテーションまでの色

彩計画の考え方を演習を通して学習する。 
 

授業概要＝テーマ(大・中・小項目)、方法(講義・演習・実験・リサーチ・グループ活動など)、製作物、 

テーマ別所要コマ数、他科目との関連性、使用パソコンソフト名・ボディ種類、見学先、 

 

１．概論  産業における色彩の役割      〈講義 2コマ〉 

  流行色の仕組み 

２，カラーコーディネーション      〈講義および演習 ８コマ〉 

  色相・トーンによる配色 

  ファッションカラーコーディネーション 

  フォ・カマイユ／トーン・オン・トーン／トーン・イントーン／トーナル 

  ナチュラル・ハーモニー／コンプレックス・ハーモニー 

 色彩調和論   配色ファイルの作成 

３．イメージと色彩   

色彩の心理的効果／色の連想・象徴   〈講義および演習 3コマ〉 

  イメージと配色／色彩によるイメージ表現 

４．色彩とコミュニケーション       〈講義および演習 ４コマ〉 

  慣用色名と系統色名／カラーシステムとカラーコード 

  色名ファイルの作成 

５．パーソナルカラー                                （講義および実習４コマ） 

 

６．トレンドカラーの分析       〈講義および演習 ３コマ〉 

  情報収集と整理・分析／製品色の提案 

７．トレンドカラーの提案       〈講義および演習 ３コマ〉 

  社会、ファッション環境の現状調査 

  コンセプトの策定／次シーズンへの提案   プレゼンテーション資料の作成 
 

評価方法・対象・比重     Ｓ・Ａ～Ｃ・Ｆ評価 評価基準：学業評価７０％ 授業姿勢３０％ 

 
主要教材図書 
文化ファッション体系服飾関連専門講座９『服飾デザイン』（文化服装学院編／文化出版局） 

参考図書 ファッション色彩Ⅱ 

その他資料 Color Chart、ベーシックカラー１４０ 
 

 

記載者書名欄 岡山文香 

 

授業の特徴と担当教員紹介 
カラーの専門会社でのカラーコンサルティングやカラーリストの経験を活かし、アパレルでの商品企画をする上で色彩
の知識を演習を行いながらより実践的に習得していく。 
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科ｺｰﾄﾞ KG3 

科目ｺｰﾄﾞ 

科  名 インダストリアルマーチャンダイジング科３年 

科目名 テキスタイル造形演習 

単  位 ２ 

授業期間 通年 

 

担当教員：眞田玲子  

 

教育目標・レベル設定など 

前期：「手織り」を通じて、布帛の構造や特徴を理解することで、アパレルデザインにおけるテキスタイルの可能性を学ぶ。 

後期：テキスタイルデザインにおける先染め、後染め、染色仕上げ加工の技法の理解と習得。 

 

 
【授業計画】 

 

 

「織物実習」 

 

基礎織り 織機の構造及び 紡毛 綿糸 ２種の糸を用いて制作を通して素材違いから織物風合い 特徴を理解する。1 コマ 

                                       

ウールの原毛フェルトによる 立体小物制作（ドライフェルト ウェットフェルト制作）  ２コマ 

 

プラプレートによる表面効果 アルミホイル スポンジなど 様々な資材で線から面を構成する。1 コマ 

 

（計 4 コマ） 

「染色加工」 

           

①  布地の造形要素として背景、意義、目的の理解をする 

   精錬 漂白等工程の復習 2 コマ 

   先染め 直接酸性染料にて原料、繊維の染色を学ぶ 

② テクスチュアと加工、後加工、固着 8 コマ、 

溶解 4 コマ 

抜染 2 コマ 等表面加工。地風、地合いの表現を学ぶ  （計 16 コマ） 

         

「オリジナルの布作り」 

    

   卒制や コンテスト出品をふまえ 各自の企画でオリジナルテキスタイル制作 

   また、アパレル素材 ファッショングッズ、小物の企画、制作  （10 コマ） 

 

 

 
評価方法・対象・比重 ：①試験０％ ②課題提出 70％③授業姿勢 10％④出欠席 20％⑤その他０％による総合評価 
 
主要教材  アパレル染色論（文化服装学院教科書） 

参考図書 なし 

その他資料 なし 
 

授業の特徴と担当教員紹介 

基本的な織物制作の工程や染色加工技法（浸染・捺染・溶解）を実習する。   

眞田玲子 企業におけるテキスタイルデザイナーの経験をもとに繊維素材の実用性、アパレルデザインにおける必要な図案や素材との

調和など染色加工の企画制作を指導。 
 

記載者書名欄 眞田玲子 
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